









長い伝統を有し，その議論は，20世紀においては 3 つの大きな波があったとされ，第 1 が1920年












領域と，経営学の領域からがあった。前者は，アメリカ企業倫理学会（Society for Business 
Ethics 以下 SBE）の研究者を中心とするものである。後者は経営学の中では，特に「企業と社
会（Business ＆ Society）」という領域で，アメリカ経営学会（Academy Of Management 以下


































6 ）　R. T. ディジョージにおいては，企業倫理の分析レベルを，第 1 はアメリカの自由企業という経済システ
ムの道徳的評価，それに代わりうるシステムあるいはその修正というマクロレベル，第 2 はアメリカの自由
企業システム内の企業研究，第 3 はシステム内の個人の道徳的評価，あるいは経済取引における彼らの行動
の道徳的評価の研究の 3 つに分けられる。ディジョージ（1995）p. 40
7 ）　同上書，p. 40
8 ）　同上書，pp. 69‒88






























当時の大統領も動かした。消費者問題では，ラルフ・ネーダー（Ralph Nador）が “Unsafe at 
























　第 2 にアッカーマンとバウア （ーR. W. Ackerman，R. A. Bauer）22）によって提示された「企業






























外腐敗行為防止法（The Foreign Corrupt Practices Act）30）が制定され，さらに80年代半ばには
防衛産業での腐敗が明るみになったことにより，企業倫理を求める流れが強まった。
　まず，ウォーターゲート事件にともなって明るみに出た大企業の不正な政治献金の反省から， 
1974年 9 月から 1 年間にわたり，アメリカ大企業の経営者たち合計360名の参加を得て「過去・
現在・将来における企業の社会的責任―」を主題とする連続討論会が行なわれた。その内容を総
括した『倫理と利潤――アメリカ企業に対する信頼性の危機―』（L. Silk and D. Vogel, Ethics and 











29）　W. C. Frederick は 企 業 倫 理 を Corporate Social Rectitude と 表 し た。 そ し て，Corporate Social 
Responsibility, Corporate Social Responsiveness ,Corporate Social Rectitude の 3 つを CSR1, CSR2, CSR3と









緩和されることになった。Folsom R. H., Gordon M. W.（1995）p. 441
31）　中村（1994b）pp. 252-253
　




































































　（§8A1.2. Application Instructions ‒ Organizations　Application Notes:http://www.ussc.gov/2007guid/8a1_2.
html　2008年12月18日）
　





























39）　Weaver et al. （1999）pp. 539‒540
40）　Post et al.（2002） p. 140
41）　Post et al.（2002） p. 142
42）　Center for Business Ethics（1986）p. 87
43）　http://www.theecoa.org/AM/Template.cfm?Section=Membership を参照のこと2009年 3 月16日。
44）　Center for Business Ethics（1986）p. 88
45）　同上書，p. 88
46）　Post et al.（2002） p. 145
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　これ以降，まとまった形でも調査は行われていないが，2005年の Ethics Resource Center
（Washington, DC）が行なった “the National Business Ethics Survey: How Employees View 
























はい＃ ％ はい＃ ％
行動規範 208 93. 3 212 93
倫理委員会 40 17. 9 57 25
倫理訓練 99 44. 4 118 52
企業構造を変える 46 20. 6 30 13
その他 2 0. 9 26 11
注：1986年は1984年にフォーチュン製造業・サービス業1000社の調査
1992年は1989/90年にフォーチュン製造業・サービス業1000社の調査
出所：Center for Business Ethics, Are Corporations Institutionalizing Ethics?, Journal of Business Ethics 5, 1986, pp. 85-91,
Center for Business Ethics, Instilling Ethical Values in Large Corporations, Journal of Business Ethics11, 1992, pp. 
863-867
　














精 神 的 基 盤 ＊外部から強制された基準に適合する ＊自ら選定した基準に従って自己規制する




















基 準 ＊刑法と行政法 ＊会社の価値観と願望
＊法律を含む社会的責任
ス タ ッ フ ＊弁護士 ＊経営者と管理者（弁護士などの協力）


















































52）　Hess et al. （2006）pp. 741-743
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